
PDF issue: 2025-07-12

海外旅行特集によせて : 1.海外旅行ブーム

(出版者 / Publisher)
法政大学地理学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政地理 / JOURNAL of THE GEOGRAPHICAL SOCIETY OF HOSEI UNIVERSITY

(巻 / Volume)
8

(開始ページ / Start Page)
79

(終了ページ / End Page)
80

(発行年 / Year)
1967-03-21



3. 大峯山 ・〗 沼田盆地 指琳 多田文男粒楼

昭和41年 12月 25、 2 6日、大峯山 olock stream,沼田盆地の現地研究が行われた。

従来、寒冷毎要に結びつけて考えられていた olock strea叫てついての裡察と、沼田盆地の成

因ire.ついて段丘および柵下トンネルの二子、赤城の熔岩等から検討を加える事が主であつた。 参加

学生は法政 12名、その他駒沢大院生 2名、 通敬生 も参加して行われた。肖なる 「説明案内）には

終らず、現地討論という形式をとつたために、til.・形甫攻の者lre.とつては、 きわめて而白い 2日間で

ぁった。

大学院の現訛研究合般侭ついての私の感想としては見学旅行的巡検を行い単杓を与えるという

制度にいささか疑問を持つている。専門分野をきわめる一手段としての巡曲であるならば、専攻ご

と匠指導教負の調森妬后1行させていただくとかした方がより密度の大きなフィールドワークが出来

るのではなかろうか。

「2単位」という制度のために人文専攻の院生までが目然1/)ごく尉．門的な現地研究にまで参加し

なければならなかつたり、又その逆があったりするのは、調査研究としての本来の姿を失つている

と考える。
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1. 海外旅行プーム

最近の海外旅行プームはものすこい低どである。外拐省旅券記録課の発表では昭和 40年 15. 

4万、 4 1年 21. 1万名と培加する一方であり、昭和 27年以降 41年まで累計は 99 . 7万と

如決。このようた現象は涸外渡航の自由化とと もにはじまり、 この 2年開は他の目的をおさえて

観光目的がオ 1位と なつている。団体旅行のなか(ICは1印理研究者が自主的妬計画 ・実行されたもの

がぽつぽつ見え、大きな成果を あげていることは塁こばしいことである。

わが法政地理学会々艮も、 4 0 ~ 4 1年 2カ年間忙帥々の脱外旅行に参加している者が数十名い

る。その結果、今回の「法政地理」の特第が企廊されたということ になる。ここ侭複録し得たのは

もの一部にすぎないが、他の会員芦名氏も、海外旅行されたならば御知らせいただきたい。団体旅行

を利用 した諾君が多いが、皆けつこう安い骰用でやつて きているとい りことを朋 く。

「袖面学者、みて来たようなウソを云い」という川柳も ほんとうだが、逆にちょつとかけあるい
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て来て（ 昔アメションなど といった ）、 「アチ ラは こうでねえ……」とひけらかすのも イヤ味なも

のであるし、みてきたからいいのか、 といえば、それもまた正 しいとはいえない。将来、法政雄理

学会主宰による、すてき な海外旅行がおこなえる 日を楽 しみKして、 この報告をおわりたい。

2. 海外旅行の A B 0 

綱集部では海外旅行に出かけて来た人々からの話をもと妬 して、海外旅行に必要なことがら をま

とめてみ古した。会母の皆さんの御惨考｛てなれば幸いです。

(A) 旅券というめんどうなしろもの海外へ出る妬は 日本菌発行の旅券を持たなければなりませ
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ん。どう、したら手に人れる平が出来る でしようか。外務省に申諮すればよろしい。と答えは簡単た

のですが、それ囮必要な手貌さや栄類がいるのです。勿諦個人でやつて悪いこ とはないのですが、

まあ手なれた！媛関一一 つまり旅行芸を務を聴築とする会社にたのむのが早い方法です。現在多 くの会

社がありますから、旅行の目的侭あつた会社を迎ぺばよる しいのです。会社は旅券申謂手続及び杭

空殺 ・ホテルの予約もやつてくれオす。ここで旅行の計画を立ててもらい旅券申請申込用紙侭必要

甜項を記人し、戸籍抄本、 5 cm角の写真を必要に応じた枚数をそるえればよろしい。その後会社側

の案内で居住地の各i遥坪遭阻亥泣豆外渡統部へ申賄に行き、 1週間も待てば旅券は手妬入ります。次

にピザの必咲た国の場合は大使館へもらいに行きます。この間に予防接桶を行なえば準箭完了。以

上で大体 2迎間はかかります。但し中困の場合は少 や々かましいので以上の如くには行きません。

手続期間は 2ヶ月必要ですc

(B) どのくらい外貨はつかえるか？ ‘面外旅行には日本金は 2万円しか持参でき支せん。そこで
クヽ―‘-～ -`～‘/‘‘グ・←/-、一

外貨を持つて行かねはならないのですが、それはどの位なので しようか。 40年から 1人 1回の渡

統につき滞在貨（ホテル代、搬光旅費などの現地での経我）として 5D Dドルのワ クがあるが、 こ

れには往後の杭空淑名Jの代金は含まれません。（つまりそれは円で払える ）。また、その上、 団

体旅行の場合は滞在費を日本円で前納できます。それらドルキムいしなければならない部分を 5D D 

ドルからひいた残りが旅行者の手持ちド）レ｛fとなります。奥出、佐久閤両娯の場合、持山し外貨は4

D Dドルでした。つまり 1D Dドルは滞在牝と いうわけです。これらの外貨も前記の会社を通じて

手に入ります。出来れば旅行小切手の方が現金 より安全です。

(c) 買物はしたいけど 持出し外貨全部を＇肖物に と欲ばつてみてもそれは無理なのです。帰国の

際には税関が目を光らせていさすc しか し免和品ならび妬免税粕がありますからそれを上手に利用

しましよう。免税品(rcついては右の表を見て下さい。さて免和額ですが一般旅行者で侮外市価を日

本金(IC換節 して 5万円、短期 ・近接地旅行者で 2万円となつています。こ の中には別分 （海外から

小包その他で 日本へ送つた分 ）も含まれ士す。 （別送品については手帳に控えておいて羽田や横浜
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